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小学校新１年生を対象に
県内初

こちら町長室×ランドセル支給制度

　
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
は
、
少

子
化
が
進
行
し
て
い
る
日
本
の
深
刻
な
現

状
を
考
え
る
と
本
当
に
今
必
要
な
こ
と
で

す
。
子
育
て
へ
の
支
援
が
手
厚
く
な
れ
ば
、

経
済
的
な
理
由
で
出
産
を
先
延
ば
し
に
し

て
い
た
方
々
の
背
中
を
押
す
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
理
想
と
し
て
い
る
子
育
て
環
境
の

充
実
は
、
数
多
く
の
自
治
体
が
あ
る
中
で
、
こ

の
大
任
町
を
選
び
、
住
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
に
で
き
う
る
限
り
の
支
援
を
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
形
を
し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い
け
ば
、

保
護
者
の
子
育
て
へ
の
経
済
的
負
担
や
心
配
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

が
、
ひ
い
て
は
出
生
率
の
上
昇
に
お
い
て
も
期
待

が
も
て
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
国
や
県
と
の
強
い
パ
イ

プ
を
築
き
、
積
極
的
に
情
報
共
有
を
行
い
な
が

ら
、
大
任
町
に
あ
っ
た
独
自
の
魅
力
あ
る
施
策

を
立
案
、
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
子
育
て
環
境
と
言
い
ま
し
て
も
、
と
て
も

幅
広
く
、
ま
た
、
多
く
の
財
源
を
必
要
と
し

ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
成
果
が
出
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
た
め
、
首
長
は
あ
ま
り
独
自
の

施
策
を
や
り
た
が
ら
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
日
々
生
活

を
営
ん
で
い
る
若
い
世
代
の
方
々
の
た
め
に
も

や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

永原 譲二
大任町長

新たな施策でさらに子育てしやすい環境作りを
※今年４月に新１年生となる児童がいるご家庭に教育委員会からお知らせの文書を発送しています
　（令和２年２月 10 日までにご返送ください）
※現金の助成は今年度のみの特別措置であり、次年度以降はありません
※令和３年４月に新１年生となる児童がいるご家庭には、令和２年３月末までに教育委員会からお知らせの文書を
発送する予定にしています

ランドセルの支給を開始

このたび新たな子育て支援策として創設したランドセル支給制度。どのような意図か、また、この
施策に対する思いを永原町長が語ります。

今年度のみの特別措置

既にランドセルを購入した場合

今年４月に新１年生となる児童で

現金３万円を
助成

ランドセルを購入していない場合

今年４月に新１年生となる児童で

複数の色から選択可能

６万５千円相当の
ランドセルを
現物支給

子
育
て
環
境
の
充
実

ラ
ン
ド
セ
ル
支
給
制
度

さ
ま
ざ
ま
な
独
自
制
度

　
本
町
で
は
、「
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
充

実
」
と
い
う
大
き
な
目
標
の
中
で
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
「
出
産
祝

金
制
度
」「
子
育
て
定
住
促
進
住
宅
つ
ば
き
団

　
こ
の
施
策
を
計
画
し
た
背
景
と
し
ま
し

て
は
、
子
育
て
を
す
る
上
で
、
近
年
ラ
ン
ド

セ
ル
の
高
額
化
に
伴
い
、
購
入
す
る
際
の

経
済
的
負
担
が
大
き
い
と
い
う
保
護
者
の

声
が
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
昨
年

10
月
、
対
象
と
な
る
児
童
の
保
護
者
48
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
方
か
ら
「
経
済
的
に
助
か
る
」「
ラ
ン
ド

セ
ル
に
価
格
差
が
あ
る
の
で
全
員
同
じ
で

あ
れ
ば
、
い
じ
め
の
原
因
に
な
ら
な
い
」
な

ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
も
と
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
購
入
価
格

の
平
均
を
調
べ
、
一
人
あ
た
り
6
万
５
千

円
相
当
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
現
物
支
給
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
初
年
度
に
限

り
、
す
で
に
購
入
し
て
い
る
ご
家
庭
に
は
、

３
万
円
の
現
金
を
特
別
措
置
と
し
て
助
成

し
ま
す
。

　
財
源
に
は
、道
の
駅「
お
お
と
う
桜
街
道
」

か
ら
の
寄
附
金
を
充
て
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
の
整
備
」「
国
に
先
が
け
た
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
制
度
」「
大
任
町
給
付
型
奨
学
金

制
度
」
な
ど
、
数
多
く
の
施
策
を
実
現
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
子
育

て
環
境
が
十
分
に
整
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
町
独
自
で
、
小
学
校
に

入
学
す
る
新
１
年
生
の
児
童
を
対
象
と
し
た

「
ラ
ン
ド
セ
ル
支
給
制
度
」
の
開
始
を
決
定
し

ま
し
た
。
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令
和
２
年

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

　

１
月
12
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
新
成

人
を
祝
う
式
典「
大
任
町
成
人
式
」が
開
催

さ
れ
、
今
年
は
32
人
の
新
成
人
が
町
内
外

か
ら
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
前
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
ス
ク
リ
ー
ン
に

中
学
校
時
代
の
写
真
が
映
し
出
さ
れ
、
懐

か
し
む
新
成
人
か
ら
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
原
譲
二
町
長
が
「
皆
さ

ん
が
こ
の
日
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
多
く
の
支
え
や
助
け
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
今
後
の
人
生
に
お
い
て
、
悩
み
や

苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
夢
の
実
現
に

向
か
っ
て
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
任
中
学
校
の
吉

田
大
地
先
生
の
恩
師
代
表
の
祝
辞
に
、
新

成
人
た
ち
は
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
か
ら
祝
福
と
激
励
の
言
葉
を

受
け
た
後
、
木
下
美
咲
さ
ん
が
新
成
人
誓

い
の
言
葉
を
述
べ「
大
先
輩
か
ら
い
た
だ
い

た
数
々
の
教
訓
を
か
み
し
め
、
新
し
い
社
会

を
作
り
出
す
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
恩
師
の
先

生
た
ち
や
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
ら

と
写
真
を
撮
っ
た
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

人
生
の
大
き
な
節
目
で
あ
る
成
人
式
。
か

け
が
え
の
な
い
故
郷
の
魅
力
を
再
確
認
し
、

記
憶
に
残
る
成
人
式
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

日
本
の
将
来
を
担
う
若
人
た
ち

が
20
歳
の
門
出
を
迎
え
る

団員たちの思いは一つ
住民の安全と安心を守ること

１月12日、田川市関の山で「令和２年田川地区合同出初式」が行われました。会場には佐々木惠治団長
をはじめとする大任町消防団のほか、香春町・川崎町・糸田町・福智町・赤村の消防団など約1,200人が
参加しました。
式典では、服装・機械器具点検や分列行進、表彰授与、祝賀放水などが実施され、各町村の団員たちは、
住民の安全と安心を守る誓いを新たにしました。各種表彰は次のとおりです。（大任町消防団員のみ記載）

令和２年田川地区合同出初式

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

【
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

▼
功
績
章

佐
々
木 

惠
治
（
本
部 

団
長
）

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】

▼
感
謝
状

迫 

貴
博
（
第
１
分
団 

副
部
長
）

【
福
岡
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

▼
優
良
団
員
表
彰

宮
本 

康
生（
本
部 

班
長
）、﨑
山 

尚（
本
部 
班
長
）、

次
谷 

勝
樹
（
第
１
分
団 

団
員
）、
川
上 
和
樹
（
第

１
分
団 

団
員
）、
鈴
木 

雅
也
（
第
２
分
団 
団
員
）、

方
志 

孝
輔
（
第
２
分
団 

団
員
）、
有
吉 

辰
巳
（
第

４
分
団 

団
員
）

▼
永
年
勤
続
表
彰

●
40
年 

鈴
木 

隆
（
本
部 

副
団
長
）、
岩
本 

紀
久
由

（
第
3
分
団 

分
団
長
）、
永
原 

徳
雄
（
第
４
分
団 

分

団
長
）

●
30
年 

鈴
木 

学（
本
部 

分
団
長
）、坂
木 

栄
治（
第

２
分
団 

副
分
団
長
）、
木
本 

信
彦
（
第
４
分
団 

副

分
団
長
）

●
25
年 

安
武 

政
樹
（
第
３
分
団 

部
長
）、
鈴
木 

光

広
（
第
４
分
団 

副
部
長
）

●
20
年 

迫 

貴
博
（
第
１
分
団 

副
部
長
）

●
15
年 

植
田 

悠
介
（
第
１
分
団 

班
長
）、
加
藤 

安

男
（
第
２
分
団 

班
長
）、
藤
本 

一
樹
（
第
３
分
団 

班
長
）、
岩
本 

光
司
（
第
３
分
団 

班
長
）、
浦
野 

康

勝
（
第
４
分
団 

班
長
）

●
10
年 

永
原 

毅
（
本
部 

部
長
）、
坂
本 

銀
次
（
第

１
分
団 

団
員
）、
坂
木 

亘
（
第
２
分
団 

団
員
）、
宮

本 

真
太
郎
（
第
２
分
団 

団
員
）、
金
子 

晋
也
（
第

３
分
団 

団
員
）、
藤
原 

友
和
（
第
３
分
団 

団
員
）、

坂
本 

将
隆
（
第
３
分
団 

団
員
）、
永
原 

一
斗
（
第

４
分
団 

班
長
）、
長
原 

隆
之
（
第
４
分
団 

班
長
）、

浦
野 

幸
藏
（
第
４
分
団 

団
員
）、世
羅 

翔
二
郞
（
第

４
分
団 

団
員
）

【
田
川
郡
消
防
支
部
連
合
会
長
表
彰
】

▼
優
良
団
員
表
彰

山
橋 

隆
治
（
第
１
分
団 

部
長
）、
藤
井 

勇
（
第
１

分
団 

副
部
長
）、奈
須 

伸
一
郎（
第
２
分
団 

副
部
長
）

1消防団を代表する６町村の団長。2服装・
機械器具点検を行う永原譲二町長。3大任
町消防団を代表して祝賀放水を披露した第
３分団の団員。4場内を行進する団員た
ち。5消防団員に激励の言葉を述べた永原
町長。6答辞を行う佐々木惠治団長と永原
町長。7消防車両に乗り、場内を周回する
団員たち。

１２

３

４ ５ ６ ７
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大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

おしらせ
広場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

Information
福岡県特定最低賃金改定
令和元年 12 月10日から改定されました

　福岡県特定最低賃金が以下のとおり改
定されました。

特定最低賃金 １時間

製鉄業、製鋼、鋼材製造業など 975 円

電子部品、電子回路、デバイスなど 926 円

輸送用機械器具製造業 944 円

百貨店、総合スーパー 889 円

自動車（新車）小売業 940 円

※特定最低賃金に該当しない産業は、福岡
県最低賃金（１時間841円）が適用されます。
詳しくはお問い合わせください
問福岡労働局労働基準部監督課賃金室
☎092・411・4578

　近年の風しんの流行を受け、国の風しん対策として、昭和37年度から昭和53年度に生まれ
た男性を対象に抗体検査と予防接種の無料クーポン券を発送しています。
　令和元年７月に、昭和47年４月２日生から昭和54年４月１日生の男性にクーポン券を送付し
ており、クーポン券の期限は令和２年３月31日までとなっております。期限の切れたクーポン券
は使うことができないため、早めに抗体検査を受けましょう。また、昭和37年４月２日生から
昭和４７年４月１日生の男性の方は令和２年の４月中にクーポン券を発送します。尚、転入や紛
失によりクーポン券が届いていない方は問い合わせください。　※予防接種は抗体検査の結果、
抗体値が低い方のみ受けられます　　　　　　　　　　　　   問住民課 衛生係   ☎63・3003

　早めの風しん抗体検査を

　

自
衛
官
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
７
日
㈯
ま
た
は
８
日
㈰

（
７
日
は
男
子
の
み
、
８
日
は
女
子
の
み
）

■
と
こ
ろ　

福
岡
駐
屯
地（
福
岡
市
）

■
受
付
期
間

２
月
５
日
㈬
～
３
月
２
日
㈪

■
資
格　

18
歳
以
上
33

歳
未
満
で
日
本
国
籍
を

有
す
る
人

※
試
験
当
日
の
開
始
時

間
は
、
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地

域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

　献血に協力をお願いします
　２月25日、役場玄関前および道の駅おおとう桜
街道にて献血を行いますので協力をお願いします。
■とき　２月25日火　10時～ 12時（役場）、13時
30分～ 16時（道の駅）
■ところ　大任町役場 玄関前・道の駅おおとう桜街道
※65歳以上の人で献血に協力していただける人は、
60歳～ 64歳までに献血を経験した人に限ります
問住民課 衛生係   ☎63・3003

　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

飯
塚

ブ
ラ
ン
チ
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を

対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就

業
支
援
や
養
育
費
相
談
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
左
記
の
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
就
業
支
援　

来
所
相
談
と
出
張
相
談

（
各
市
町
村
役
場
等
）
随
時
受
付

　
電
話
で
お
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
役
場
な
ど
へ
出
張
し
、
面
談
を

行
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
支
援
方

法
で
求
職
活
動
を
支
援
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
共
に
、
就
業
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

■
養
育
費
相
談　

電
話
相
談
（
離
婚
協

議
中
の
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
）
や
養

育
費
相
談
（
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
実
施
）
の
結
果
、
弁
護
士
に
よ
る

更
な
る
助
言
が
必
要
と
判
断
し
た
方
に

は
、
弁
護
士
相
談
ク
ー
ポ
ン
（
１
時
間

無
料
相
談
券
）
を
配
布
し
ま
す
。

　

相
談
者
は
福
岡
県
下
18
か
所
の
弁
護
士

会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
予
約
を
と
り
、

ク
ー
ポ
ン
を
持
参
し
て
無
料
で
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
※
福
岡
県
内
居
住
者
に
限

る
（
た
だ
し
、
福
岡
市
・
北
九
州
市
・
久
留

米
市
居
住
者
を
除
く
）

■
と
き　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

９
時

～
17
時　

毎
週
土
曜
日
と
第
１
・
第
３

日
曜
日　

９
時
～
16
時
も
受
付
（
春
日

セ
ン
タ
ー
に
転
送
）

問
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
内

☎
０
９
４
８
・
21
・
０
３
９
０

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

６

令
和
２
年
1
月
か
ら「
令
和
元
年
分
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」を
送
付
し
て
い
ま
す

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

　

令
和
元
年
中
に
年
金
を
受
け
と
ら
れ

た
人
に
、
令
和
元
年
分
と
し
て
支
払
わ

れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
額
等
を
知
ら
せ
る「
令
和
元
年

分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」を
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」は
、

確
定
申
告（
住
所
地
を
管
轄
す
る
税
務
署

で
受
付
）の
際
の
添
付
書
類
等
と
し
て
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

■ 

来
訪
に
よ
る「
源
泉
徴
収
票
」再
交
付

の
必
要
書
類

▼
本
人
の
場
合（
次
の
2
点
が
必
要
で
す
）

①
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
改
定
通
知

書
な
ど
日
本
年
金
機
構
が
送
付
し
た
基

礎
年
金
番
号
の
分
か
る
書
類

②
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類（
運
転
免
許

証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

▼
代
理
人
の
場
合（
次
の
４
点
が
必
要
で
す
）

①
本
人
の
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
改

定
通
知
書
な
ど
日
本
年
金
機
構
が
送
付

し
た
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
書
類

②
本
人
の
委
任
状

③
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類（
運
転
免
許
証
や
個
人
番
号
カ
ー
ド

な
ど
）

④
本
人
の
印
鑑

※
来
訪
に
よ
る「
源
泉
徴
収
票
」再
交
付

の
受
け
付
け
は
、
近
く
の
年
金
事
務
所

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■ 

電
話
に
よ
る「
源
泉
徴
収
票
」再
交
付

の
手
順

▼
再
交
付
の
み
の
申
請
の
場
合
は
、
本
人

の
基
礎
年
金
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

住
所
、
電
話
を
か
け
た
人
の
氏
名
、
本
人

と
の
続
柄
、
電
話
番
号
を
確
認
し
ま
す
。

な
お
、「
源
泉
徴
収
票
」は
、
日
本
年
金

機
構
に
登
録
し
て
い
る
本
人
の
住
所
宛

に
郵
送
し
ま
す
。
※
電
話
に
よ
る
再
交
付

の
場
合
は
、
送
付
ま
で
に
２
週
間
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。
急
ぎ
の
場
合
は
、
近
く
の
年

金
事
務
所
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■「
源
泉
徴
収
票
」再
交
付
の
受
付

▼「
源
泉
徴
収
票
」再
交
付
の
受
付
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
05
・

１
１
６
５
で
令
和
２
年
1
月
か
ら
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
の
際
の
注
意
事
項

▼
Ｉ
Ｐ
電
話（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
番
号
）

の
場
合
は
☎
03
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
☎
03
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５
に
電
話

す
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が
か

か
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話

の
場
合
、
場
所
を
問
わ
ず
市
内
通
話
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
携
帯

電
話
な
ど
の
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料

金
が
か
か
り
ま
す
。

問
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

に
自
然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
に
よ
る

収
入
減
少
が
生
じ
た
場
合
に
補
償
す
る

保
険
で
す
。
最
寄
り
の
福
岡
県
農
業
共

済
組
合
の
各
支
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に

は
、
個
人
の
場
合
、
３
月
15
日
ま
で
に
所

管
の
税
務
署
に「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申

告
を
行
え
ば
、
そ
の
年
分
の
所
得
か
ら
青

色
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申

告
時
期
は
翌
年
２
～
３
月
）

問
農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
福
岡
県
拠
点

☎
０
９
２・
２
７
１
・
５
５
９
８

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観

的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で

す
。
青
色
申
告
を
行
う
農
業
者
（
個
人
・

法
人
）
は
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

収
入
保
険
は
、
す
べ
て
の
農
産
物
を
対
象

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

　

農
業
を
営
む
人
が
農
業
用
機
械
に
使

用
す
る
軽
油
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
軽
油
引
取
税
免
税
証
が
交
付

さ
れ
、
軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
必
要
書
類（
田
川
総
合
庁
舎
に
持
参
）

▼
新
規
の
場
合　

印
鑑

▼
継
続
の
場
合　

免
税
軽
油
使
用
者
証
、

印
鑑
、
免
税
軽
油
の
引
き
取
り
な
ど
に
係

る
報
告
書
、
免
税
軽
油
の
納
品
書
か
請

求
書
、
余
っ
た
免
税
証

※
機
械
の
変
更
や
追
加
が
あ
る
場
合
は
、

別
途
書
類
が
必
要
で
す

■
と
き　

令
和
２
年
２
月
17
日
㈪　
９

時
～
11
時
30
分
・
13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

田
川
総
合
庁
舎

問
福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
21
・
４
９
０
５

軽
油
引
取
免
税
証
の
交
付

テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
対
策
を
実
施
し
ま
す

　
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
利

用
推
進
協
会
（
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
、
沖
縄
セ
ル

ラ
ー
電
話
株
式
会
社
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

株
式
会
社
の
4
社
が
設
立
）
で
は
、
令

和
2
年
2
月
20
日
か
ら
、
大
任
町
内
に

お
い
て
、
各
携
帯
電
話
事
業
者
が
新
し

い
電
波
（
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
）
を
使
用

す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
一
部
の
テ
レ
ビ
映
像

に
影
響
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
の
工
事

を
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
が
実

施
し
、
工
事
に
掛
か
る
費
用
は
７
０
０

Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
が
負
担
し
ま

す
。
ま
た
、
工
事
作
業
者
が
費
用
を
請

求
す
る
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

作
業
員
は
、「
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
チ

ラ
シ
記
載
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
０
１
２
０・
７
０
０・
０
１
２
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
前
工
事
が
必
要
な
地
域
に
お
住

ま
い
の
ご
家
庭
へ
の
対
策

【
電
波
発
射
日
の
2
～
3
ヶ
月
前
】
頃

か
ら
、
左
記
の
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま

す
。
後
日
作
業
員
が
訪
問
し
て
作
業
内

容
を
説
明
し
、
了
承
の
う
え
で
、
無
償

で
対
策
作
業
を
行
い
ま
す
。

みほん

テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出
る
お
そ

れ
が
あ
る
地
域
の
ご
家
庭
へ
の
対
策

　
【
電
波
発
射
日
の
3
週
間
前
】
頃
か

ら
、左
記
の
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
生
じ
た
場
合

は
、
無
償
で
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対

策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０・
７
０
０
・
０
１
２

受
付
時
間　

９
時
～
22
時
（
土
日
・

祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
も
受
付
し
て

い
ま
す
）

みほん

自
衛
隊
就
職
説
明
会
（
田
川
地
区
）

　
自
衛
隊
就
職
説
明
会
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

２
月
16
日
㈰

■
と
こ
ろ　

香
春
町
民
セ
ン
タ
ー 
２
階 

第
１
会
議
室

■
参
加
料　

無
料　
※
予
約
不
要

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地

域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７
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税の申告が
始まります

　令和元年分所得税と令和２年度町県民税の申告時期に
なりました。期間内での申告をお願いします。

問役場税務課　63・3002
問田川税務署　44・0430

❖申告が必要な人
　令和２年１月１日現在で、大任町に居住している人が
対象となります。収入の有無にかかわらず申告をお願いし
ます。
※国民健康保険や後期高齢者医療保険、介護保険に加入
している人、町営住宅に入居している人は、申告をしない
と保険料や家賃の算定ができません。必ず申告をしてくだ
さい

❖申告の必要がない人
◆給与収入のみの人
一カ所からの給与収入のみで、年末調整の内容に変更が
ない人。
◆年金収入のみの人
年金収入金額が 148 万円（65 歳未満は 98 万円）以下であ
る人。

〈役場での通常の受付期間〉
とき ところ

２月17日月 ～３月16日月（土･日は除く）

９時～ 16 時
役場１階 多目的ホール

（収入のない人は税務課窓口で受付）

〈役場での休日の受付日〉
とき ところ

３月１日日 ９時 ～ 16 時 役場１階 多目的ホール

〈農業所得収支内訳書の作成受付〉
とき ところ

２月20日木 ～２月21日金
９時～ 15 時

田川農協大任支所

❖農業所得者受付
　農業所得のある人で収支内訳書（農業所得用）の作成を
希望する人は、下記の日程で作成を行います。
この日程以外は役場税務課で受け付けます
が、作成に時間がかかることがあります。
できるだけ下記日程での作成にご協力を
お願いします。
※令和元年中の農業所得に係る収支が分
かる通帳、農協での購買履歴、その他領
収書などを持参してください

〈田川税務署での受付期間〉
とき ところ

２月17日月 ～３月16日月（土･日は除く）

平日 ９時～ 16 時

たがわ情報センター（旧田川東高校跡地）
「田川市番田町２ー１」

※期間中は税務署での相談は行いません。

月 日月 ～ 月 日月

❖ マイナンバーを忘れずに
　申告にはマイナンバーの記載が必要です。申告の際は、
以下のものを必ず持参してください。
◆�マイナンバーがわかるもの
マイナンバーカード（顔写真付きのカード）、マイナン
バー通知カード（顔写真無しのカード）、マイナンバー
記載の住民票など
◆�本人確認書類
運転免許証、健康保険証、パスポート、障害者手帳など
※扶養親族のマイナンバーも記載する必要がありますの
で、扶養親族のマイナンバーが分かるものも持参してく
ださい

❖ 配偶者控除・配偶者特別控除の額が
変わります
　平成 30 年分の確定申告から配偶者控除・配偶者特別控
除の要件が見直され、申告者の合計所得金額に応じ、控
除額が変わりますので、計算の誤りに注意してください。
控除額について詳しくは税務課にお問い合わせください。

❖ 医療費控除の特例制度
「セルフメディケーション税制」とは
　健診や予防接種などを受けて健康保持・増進に取り組
んでいる人が、昨年１月以降にスイッチ OTC 医薬品を
一定金額以上購入した場合に所得控除が受けられる令和
３年までの特例制度です。従来の医療費控除と同時には
受けられませんので注意してください。

◆�対象者の要件
・所得税や町県民税が課税されている人
・健診や予防接種などを受けて健康保持・増進に取り組

申告に必要なもの
① 役場および税務署から送付された申告案内書類（ハガキなど）
② マイナンバーが確認できるもの、本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）
③ �印鑑
④� 令和元年中の収入を証明するもの（給与・年金の源泉徴収票、そのほか収入のわかるもの）
⑤ 事業（農業・不動産）所得のある人は、収入金額が分かる書類や通帳、必要経費の領収書など
⑥� 令和元年中の保険料の支払証明書（国民年金保険料や生命保険料、地震保険料の控除証      
    明書など）
�⑦ 障害者控除のある人は、障害者手帳または、おおむね要介護３以上の方は町が発行する認定書
⑧ �医療費控除のある人は、病院・薬局の領収書、医療保険者から交付を受けた医療費通知、セルフメディ   
    ケーション税制を選択する場合は、健診や予防接種などを受けたことを証明するもの
⑨� 所得税の還付申告をする人は、本人名義の通帳または口座番号のわかるもの
⑩ その他控除に必要な書類（雑損控除、住宅借入金等特別控除など）

んでいる人
・スイッチ OTC 医薬品を年間 12,000 円（上限は 88,000
円）を超えて購入している人

◆�スイッチＯＴＣ医薬品とは
・医療用薬品（主に医師が処方する医薬品）から OTC
医薬品（薬局やドラッグストアで販売されている、医師
の処方を受けなくても購入できる医薬品）に転用された
医薬品です。
※ 受付時には混雑しますので、必ず一人分ずつ病院、
薬局ごとに領収書を整理し、計算した上で持参してく
ださい

◎確定申告は便利な e-Taxで
　確定申告書の作成は便利な国税庁ホームページ

（www.nta.go.jp）の中の「確定申告書等作成コー
ナー」を利用して、e-Tax または、郵送で田川税
務署に提出してください。
※郵送の場合、氏名右横に、印鑑を忘れずに押し
てください。
郵送先 ⇒ 〒825-0016
　　　　  田川市新町 11 番 55 号　田川税務署

◎申告と納付期限に注意
▶所得税・贈与税の申告と納付は３月 16 日月まで
▶個人事業者の消費税の申告と納付は３月 31 日火まで
　　　　　　　  問田川税務署　☎ 44・0430

田川税務署からのお知らせ
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大任町結婚新生活支援助成金
大任町では、婚姻に伴う新生活を経済的に応援し、子育てしやすい環境づくりを推進
するため、経済的理由で結婚に踏み出せない人を対象に、一部の費用を助成します。

●助成内容（①②③合わせて上限 30 万円）
①住居の取得
②賃貸費用（賃料・敷金・礼金・共益費に限る）
※会社からの住宅手当は対象外（生活保護の住宅扶助も同様）
※その他、公的制度による家賃補助などを受けていないこと
③引越費用（引越業者使用に限る）

●助成条件（①②③共通）
▶年間所得が世帯合計で340万円未満であること
▶平成31年4月１日から令和２年２月29日までに婚姻し、当該住宅
の住所へ転入していること
▶夫婦ともに34歳以下であること
▶大任町から１か月以内に転出していないこと

●その他
▶過去にこの制度に基づく助成を受けていないこと
▶助成内容により、提出書類が異なります
※申請書および添付書類を提出し、助成金の振り込みは約１か月後を予定
問福祉課 福祉係　☎63・3004

Marriage new life

【 社協だより 】

問大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828

赤い羽根幸せつくるあいことば
10 月１日から 12 月 31 日まで全国一斉に実施した「赤い羽根共同募金」に町民の皆様からあたたかいご理解と
ご協力をいただきありがとうございます。
福岡県共同募金会が定めた本会の募金目標額５５０，０００円に対して４８６，１０２円（１月 6 日現在）の募金
が寄せられました。寄せられた募金は、令和２年度の福祉活動に活用させていただきます。
高齢者・障がい児者は、配食サービス事業
児童・青少年は、教育推進事業
住民全般は、救急医療情報キット配布事業など
今後とも皆様のあたたかいご支援をよろしくお願いいたします。

善意のご寄附ありがとうございました
順不同敬称略（令和元年８月１日から令和元年 12 月 31 日）
◆一般募金
〇大任町保健環境会　〇松村産業㈱　〇㈱桑野衛生

◆香典返し

謹んで故人のご冥福をお祈りいたしますとともに、ご遺族のご芳志に深く感謝申し上げます（匿名で２名の方からも寄
付を受けています）。

寄附者 故人 行政区
我有 悦子 我有 文夫 下今任

>> vol. ９

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
へ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　12 月10 日、第 69 回「社会を明るくする運動」
作文コンテスト（田川地区中学生の部）において
大任中学校３年生の熊下涼奈さんが優秀賞を受賞
し、大任保護司会の仁和清さんから賞状が手渡さ
れました。この運動は、少年非行の問題等を考え、
犯罪や非行のない明るい社会を築くためにはどうす
ればよいかというのがテーマです。

▼５６５名の応募の中からの受賞となりました

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

歌
と
演
奏
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
願
い
を
込
め
て

道
の
駅
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　12 月 22 日、道の駅おおとう桜街道もみじ館
でクリスマスコンサートが行われました。コン
サートは 100 席以上あった観客席がほとんど埋
まるほどの大盛況。訪れた人たちは、心躍らせる
歌声や演奏を楽しみながら聴いていました。

▼４組の出演者の方々が会場を盛り上げました 人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　11月 22 日、社会福祉法人 全国社会福祉協議
会から久場律子さんが社会福祉協議会・民間社
会福祉団体功労章の表彰を受けました。久場さん
は、大任町社会福祉協議会で平成７年から現在
まで約 24 年間勤務していて、過去には福岡県知
事、福岡県社会福祉協議会会長からも表彰され
ています。

▼24年間の社会福祉向上への取組が高く評価されました

大
任
町
に
人
権
の
花
を
咲
か
せ
る

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　12月４日、大任中学校で人権作文表彰式が行わ
れ、大任中学校２年生の長原侃

かんせい
生さんが第39回「全

国中学生人権作文コンテスト福岡県大会田川人権
擁護委員協議会部門」で奨励賞を受賞しました。
このコンテストは、次代を担う中学生が人権問題
について作文を書くことを通じて、人権尊重の重
要性や理解を深めることを目的としています。

▼人権擁護委員の松﨑茂彦さんから賞状が手渡されました

努
力
は
決
し
て
裏
切
ら
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
空
手
松
涛
連
盟
の
選
手
が
大
会
で
上
位
入
賞

■第 57 回筑豊地区空手道選手権大会　 ※敬称略
▶個人戦型（２位）朝部 歩海 
■第 20 回九州地区空手道選手権大会
▶個人戦組手（３位）前田 みりあ 　
■第17回筑豊地区新人空手道選手権大会
▶個人戦組手（優勝）前田 みりあ 　（２位） 箕田 
夏季・朝部 博海・朝部 歩海・鶴田 真唯　（３位）
箕田 隼介・安方 寧音
▶個人戦型（３位）鈴木 一叶

▼今回も多くの選手が好成績を残しました

防
災
・
減
災
の
強
化
を
図
る

防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
書
締
結
式

　１月17日、大任町と九州朝日放送株式会社（ＫＢＣ）
は、「防災パートナーシップに関する協定」を締結しま
した。協定は、災害発生時に、住民を守るために必要
な情報を行政からＫＢＣへ提供、ＫＢＣは速やかな放送
に努めることで、被害の軽減を図り、住民の安全を守
ることを目的としています。また、平常時も、防災意識
を高める取組を協力して行います。

▼代表取締役社長 和氣靖氏(左)と永原町長(右)
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２月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

●古代遺跡のサバイバル１　　　　　　    洪 在徹　文
DVD　　　　　　　　　　　　　　　　　
●スパイダーマン  　　　　　　　　     ジョン・ワッツ　監    
●スマーフ スマーフェットと秘密の大冒険   ケリー・アズベリー　監
●男はつらいよ 拝啓車寅次郎様 　　　 山田 洋次　監
C D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●King&Prince　　　  　　　   　　　　　　　　King&Prince　歌
●ビューティフル・コレクション  　 キャロル キング　歌

一般書
●巡礼の家　　　　　　　　　　　　    天童 荒太   著 
●みちづれの猫    　　　　　　　　　　　　唯川 恵  著 
●まよい道 　　          　　　　　　　佐伯 泰英  著
●ベニシアと正、人生の秋に  　　  　       梶山 正   著
児童書
●おおゆき　　   　　　　　　         　　　最上 一平   作
●生き抜くチカラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　為末 大   著

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

※蔵書点検のため、12 日～ 18 日
が休室日となっています。

鐘し
ょ
う
ろ
う
か
く

楼
閣

●学　名　Stapelia leederziae
●種　属　スタペリア属
●原産地　南アフリカ
●特　徴　多肉植物（ガガイモ科）で、この仲間
の花は綺麗な色をしておらず、受粉してもらうの
にハエを呼ぶために腐敗臭がします。花は夏から
秋に咲き、梵

ぼんしょう

鐘の様に下を向いて咲くのでこの名
が付きました。今回も後藤忠隆氏からの寄贈です。

問 ふるさと館おおとう　☎ 41 ・2055

●作品名　「リンゴ」
（絵てがみ教室から選出）
●作者　浦野 徳子 さん

●コメント
「教室に通い始めて１年半が経ちました。絵て
がみは下手でいいという先生の教えをモットー
に、難しいながらも楽しく頑張っています。今
後も健康で絵てがみを続けていきたいです。」vol .109 −元大任町消防団　３分団分団長−

▼長年の功績が高く評価され表彰されました

団結力の大切さ
　「消防団は決して１人ではできない。団員と家族の協力
のおかげでここまで頑張れました」そう話してくれたのは、
元第３分団分団長の安武行人さんです。長年の功績が認
められ、令和元年度瑞

ずいほうたんこうしょう

宝単光章を受章しました。
　安武さんは、昭和49年から平成26年までの41年間消
防団員として努めてきました。今回の表彰を受け、安武さ
んは「消防団での活動を評価してもらえたことは嬉しいで
すが、私個人の力だけでは消防活動はできません。色々
な人の協力がなければ成り立たないのが消防団でもあるの
で、みんなで受章したようなものです」と胸の内を語って
くれました。
　また、消防団の活動に関しては「火を消すことが消防団
ではありますが、一番良いのはやはり火事が無いことです。
ポンプの点検や訓練をすることも大切なことですが、火事
を未然に防ぐ意識の呼びかけが一番だと思っています」と
団員としての心構えも話してくれました。
　そんな安武さんに趣味を聞いてみると「昔から歌が好き
で、よくカラオケに行っています。野球もよくやっていま
した」と笑顔で話してくれました。
　最後に、これから消防団に入団する方に伝えたいことを
聞いてみると「やはり体が資本となるので、健康に気をつ
けるのが大切です。決して無理をせず、みんなで力を合わ
せてやることで、一人ひとりの負担は少なくなります」と
思いを語ってくれました。

安
やすたけ

武 行
ゆくひと

人さん （灰の木）

クローズ・アップ

　令和元年12月24日に大任町立学校の各先生方や大任町教
育委員会の職員等が一堂に会し「大任町教育改革プラン案検
討部会会議」が開かれました。
　教育改革とは「子どもたちがこれからの社会を生きる力を、
学校・家庭・地域・行政がそれぞれ連携を図りながら、バラ
ンス良く育んでいくことができるよう、仕組みづくりや、環
境づくりを行うこと」です。大任町では、教育改革の4つの
大きな柱として「子どもたちの学力向上」「国際化に対応する
人材育成」「情報化に対応する人材育成」「おおとう未来塾の
さらなる発展」を掲げており、それらを推進していく様々な
施策を盛り込んだ「大任町教育改革プラン（仮）」を策定す
る予定です。
　今回の会議では、「大任町教育改革プラン案」の骨子につ
いての説明を行い、4つの柱に沿った施策を練る担当を決め
て、グループに分かれて施策の方向性や役割分担の協議を行
いました。大任町では、将来を担う子どもたちの教育環境の
充実のために、引
き続き、基盤とな
る教育ビジョンを
学校現場をはじめ
大任町全体で共
有しながら考えて
いきます。

問教育課 学校教育係  ☎63・3110

「大任町教育改革プラン検討会」が
始動しました！

教育 信通 教 会員育委

ち ゃ ん １歳
Ｈ31年２月12日生まれ

小林・女の子

く ん ３歳
Ｈ29年２月12日生まれ

上今任・男の子

　３月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集
します。次回の締め切りは２月14日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故    11 件  （129 件）
●人身事故    ０ 件    （18 件）
●死亡者数    ０ 件     （0 件）
●負傷者数    ０ 件      （30 件）

（　）内は令和元年の累計

交通事故発生状況（12 月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（12月中）
種類 件数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

 ２月行事予定表 如月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 27 28 29 30 31 １
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

ロコモ介護予防
相談

【集会室 13時30分〜
15時】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
今任小新１年
生体験入学

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

２か月児
親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅 】
※要予約

心配ごと相談
(人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【視聴覚 13時30分〜
14時30分】

９ 10 11 建国記念の日 12 13 14 15
子育て相談
(対象者個別通知)

【集会室９時30分〜
16時30分】
※要予約

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

16 17 18 19 20 21 22
少年の主張
田川地区大会

【福智町地域交流セン
ター 受付：９時 30 分
　開会:10時】
※詳細は15ページ

ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

所得税・住民税
確定申告受付開
始（３月16日まで）

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

大任小・今任小
６年生を送る会

23 天皇誕生日 24 振替休日 25 26 27 28 29
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

ロコモ介護予防
相談

【集会室 13時30分〜
15時】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】
３月２日月

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

第８期納期限２月25日火
献血

役場　10時～12時
道の駅　13時30分～16時

（令和元年 12 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,669 人  （±０）    767 人（－２） 2,436 人 （－２）
女 1,666 人  （＋３） 1,163 人（－１） 2,829 人 （＋２）
計 3,335 人  （＋３） 1,930 人（－３） 5,265 人 （±０）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,582 世帯（＋６）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
田
川
地
区
合
同
出

初
式
で
大
任
町
消
防
団
の
本
部
団
長
で

あ
る
佐
々
木
惠
治
さ
ん
が
答
辞
を
行
う

様
子
で
す
。

　

今
年
は
、
田
川
地
区
消
防
団
総
勢
約

１
，
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

★
編
集
室

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
つ
い
に
私
も

感
染
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
初
は
37

度
く
ら
い
で
し
た
が
２
時
間
く
ら
い
で

39
度
ま
で
急
上
昇
し
病
院
へ
直
行
。
そ

の
週
の
土
日
に
は
旅
行
の
予
定
で
し
た

が
、
あ
え
な
く
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
さ
を
発
揮
し
、
１
週

間
ま
る
ま
る
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

病
気
に
な
っ
て
始
め
て
健
康
の
大
切
さ

が
わ
か
る
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
ま
さ

に
そ
れ
を
痛
感
す
る
20
代
最
後
の
冬
と

な
り
ま
し
た
。

　

気
づ
け
ば
１
月
も
も
う
終
わ
り
。
広

報
係
に
な
っ
て
か
ら
は
、
仕
事
の
区
切
り

が
１
か
月
単
位
な
の
も
あ
る
の
か
、
余

計
に
時
間
の
進
み
方
が
早
く
感
じ
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
恐

ら
く
花
火
大
会
の
記
事
を
作
り
な
が
ら
、

ま
た
同
じ
事
を
思
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
す
。（
研
策
）

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp/）
●赤村縁太鼓コンサート
■内容　赤村を拠点に活動し、和太鼓の大会「日本
一決定戦」では全国大会に出場する実力を持つ和太鼓
チーム「赤村 縁

えにし
太鼓」が香春町にやってくる！このた

びはマーチング大会で全国大会出場する実力を持つ北
九州市志

し
徳
とく

中学校吹奏楽部と協演。普段味わうことの
できない和太鼓とマーチングのコラボレーションを堪
能しませんか？
■とき　３月８日日　13時30分開場　14時開演
■ところ　香春町町民センター 町民ホール（香春町）
■料金　小学生以上８００円
　　　　　当日１，０００円
　　　　　※全席指定
■販売開始　２月１日土～
問赤村縁太鼓　☎０８０・３３７３・２００７

●徳永ゆうきコンサート
■内容　演歌・歌謡曲の王道を邁進する若きヒーロー
徳永ゆうきさんのコンサートを開催します。徳永さん
は、奄美大島出身の祖父と両親の影響で、幼少の頃か
ら演歌歌謡曲一直線で育ち「ＮＨＫのど自慢 チャンピ
オン大会２０１２」で、グランドチャンピオンを受賞し
ました。ぜひお越しください。
■とき　３月14日土　17時30分開場　18時開演
■ところ　香春町町民センター 町民ホール（香春町）
■料金　一般[前売]２，０００円、[当日]２，５００円
　　　　 高校生以下[前売]１，０００円、[当日]１，
　　　　 ５００円
■販売開始　１月14日火から町民センター窓口にて
　　　　　　  販売　※未就学児の入場不可
問香春町教育委員会　☎３２・８４１０

　昨年 12 月にレインボーホールで行われた「第 32 回大任町少年の主張大
会」。この大会の中で「尊い命を守るために」を発表した今任小学校６年生

の伊藤りのあさんが、町の代表として福智町地域
交流センターで行われる「第 26 回少年の主張田
川地区大会」で発表します。
■とき　２月16 日日　
受付：９時 30 分　開場：10 時
■ところ　福智町地域交流センター
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

町を代表して伊藤りのあさんが出場
第 26 回少年の主張田川地区大会

2/16
日

開催

　３月 29 日に開催される「第 30 回花としじみの里おおとうマラソン」の参加
者を募集しています。大勢で桜吹雪が舞う春の桜街道を駆け抜けてみませんか。
参加申込書は、役場や道の駅、レインボーホールなどに置いています。また、
希望者には申込書を郵送します。
■とき　３月 29 日日（雨天決行）
■ところ　大任町 B ＆ G 海洋センター（大任町大字大行事 3096 番地）
■参加資格　平成 28 年４月１日以前に生まれた人
※５㎞、10㎞には未就学児は参加できません
■参加料　一般：3,000 円　高校生：1,000 円　中学生以下：無料
※申込書には令和２年３月 29 日時点の年齢を記入してください
※詳しくは大任町ホームページをご覧ください
問総務企画財政課 おおとうマラソン事務局　☎ 63・3000

参加申し込みは２月29日土（必着）まで
第 30 回花としじみの里おおとうマラソン

３/29
日

開催

31日金
国民健康保険税

後期高齢者医療保険料
第７期納期限

イルミネーション
１月末まで

15 2020. ２月号 2020. ２月号 14



おおとう
　　議会報告

2019

12
輝きに満ちた町を目指して

議 会 本 会 議 令和元年 12 月定例会が 12 月 12 日
から 16 日までの５日間の日程で開会さ
れましたので、その審議内容と結果をご
報告いたします。 (12 日 ) の審議経過

記

　12 月　12 日　議会本会議 （出席者 10 名、欠席者１名）
　　　　　　    （議会の会期の決定、諸般の報告、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　12 月　12 日　地域振興常任委員会（おおとう桜街道の指定管理者の指定について等の
　　　　　　　  審査）
　12 月　13 日　総務常任委員会 （大任町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の
           　    制定について等の審査）
　12 月　16 日　議会本会議 （出席者 10 名、欠席者１名）
　　　　　　    （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
今
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議
員
に

は
９
番
、
松
下
太
君
及
び
10
番
、
宮

本
孝
一
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
12
月
12
日
か

ら
16
日
ま
で
の
5
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

 （
委
員
長　

松
下
太
）

○
12
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議

会
運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

 

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
き
ま
し
て

は
、
先
ほ
ど
議
長
の
提
案
ど
お
り
、

12
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の
５
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
。

 

次
に
、
今
回
提
出
議
案
は
、
議
案

第
38
号
「
大
任
町
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
」
か
ら
議
案
第
47
号
「
令
和
元

年
度
大
任
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
」
ま
で
の
10
議
案
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ

付
託
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

 

今
回
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
等
に

よ
る
意
見
書
の
提
出
依
頼
が
４
件
あ

り
ま
し
た
の
で
、
本
意
見
書
を
議
会

運
営
委
員
会
で
諮
り
、
４
件
中
２
件

は
各
議
員
へ
配
付
す
る
こ
と
に
し
、

う
ち
２
件
中
１
件
は
議
会
運
営
委
員

長
か
ら
の
発
委
案
と
し
、
う
ち
１
件

は
奥
永
明
正
議
員
か
ら
の
発
議
案
と

し
て
、本
日
の
会
議
に
議
案
上
程
し
、

採
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。  

　
以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

 （
坂
本
年
行
）

○
11
月
22
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

令
和
元
年
第
３
回
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
認
定
第
１
号
、

平
成
30
年
度
福
岡
県
田
川
地
区
消

防
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
で
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
14
号
、
令
和
元
年

度
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
千
６
百
52
万
５
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

22
億
８
千
４
百
57
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
、
審
議
の
結
果
原
案
の
と
お

り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　

 （
佐
々
木
正
憲
）

○
10
月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

令
和
元
年
第
３
回
田
川
地
区
斎
場
組

合
議
会
定
例
会
に
つ
い
て
ご
報
告
致

し
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
、
平
成
31
年
１
月
か

ら
令
和
元
年
５
月
ま
で
の
経
過
月
分

の
出
納
検
査
報
告
で
す
。

　
次
に
、
認
定
第
１
号
、
平
成
30
年

度
田
川
地
区
斎
場
組
合
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
８
号
、
令
和
元
年

度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
９
百
83
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
千
59
万
９
千
円
と
す
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま

し
た
。

　
以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

日
程
第
４
～
日
程
第
13

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
38
号　

大
任
町
一
般
職
の

任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
39
号　
大
任
町
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
40
号　

地
方
公
務
員
法
及

び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
41
号　

大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て 

・
議
案
第
42
号　

大
任
町
消
防
団
員

の
定
員
、
任
用
、
給
与
、
分
限
、
懲

戒
及
び
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
44
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）　

・
議
案
第
43
号　

お
お
と
う
桜
街
道

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
45
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
46
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
47
号　
令
和
元
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）　

日
程
第
14

・
発
委
第
２
号　
天
皇
陛
下
御
即
位

奉
祝
の
賀
詞
決
議
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

日
程
第
15

・
発
議
第
２
号　
主
要
農
産
物
種
子
法

に
か
わ
る
福
岡
県
独
自
の
条
例
制
定

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　
以
上
で
、
本
会
議
を
終
了
し
、
引

き
続
き
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

▲道の駅に飾られた高さ11.5メートルの巨大門松
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審
査
内
容

・
議
案
第
43
号　

お
お
と
う
桜
街
道

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
お
お
と
う
桜
街
道
の
指

定
管
理
期
間
満
了
に
伴
い
、
令
和
２

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
株
式
会
社
お
お
と
う
桜
街
道

を
指
定
管
理
者
と
し
て
再
指
定
す
る

も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
45
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
百
51
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
億
５
千
９
百
56
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
46
号　

令
和
元
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
億
３
千
６
百
６
万
５
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

63
億
５
千
９
百
78
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　
汚
泥
再
生
処
理
施
設

で
、
処
理
を
し
た
水
は
ど
の
く
ら
い

で
き
る
の
か
、
そ
の
水
で
１
市
７
カ

町
村
分
の
浄
化
槽
に
供
給
で
き
る
の

か
お
聞
き
し
た
い
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組

合
所
長　

は
り
水
の
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

○
丹
村
委
員　
汚
泥
再
生
処
理
施
設

は
、
汚
泥
を
再
生
し
て
水
を
作
る
の

と
違
う
の
で
す
か
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　
汚
泥
を
処
理
す
る
際
に
資
源

化
し
て
、
乾
燥
汚
泥
か
ら
発
酵
堆
肥

資
源
化
と
し
て
汚
泥
再
生
す
る
施
設

で
す
。

○
丹
村
委
員　
汚
泥
の
中
に
あ
る
水

分
を
再
生
し
て
施
設
で
再
利
用
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
か
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　
浄
化
し
た
水
は
河
川
放
流
し

ま
す
。

○
丹
村
委
員　
す
べ
て
で
す
か
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　
浄
化
槽
の
は
り
水
以
外
は
河

川
放
流
し
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

浄
化
槽
の
は
り
水

が
１
市
７
カ
町
村
に
供
給
で
き
る
の

か
、
そ
の
数
量
が
分
か
っ
て
い
る
の

か
を
尋
ね
て
い
ま
す
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　

推
定
で
処
理
量
３
９
０
kl

で
す
。

○
丹
村
委
員　
１
市
７
カ
町
村
で
い

く
ら
で
す
か
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　
一
日
に
３
９
０
kl
の
汚
泥
を

処
理
で
き
る
施
設
で
す
。
田
川
地
区

３
組
合
で
一
日
２
０
０
ト
ン
あ
れ
ば

足
り
処
理
水
か
ら
２
０
０
ト
ン
取
れ

る
の
で
、は
り
水
は
確
保
で
き
ま
す
。

○
丹
村
委
員　
一
日
に
１
市
７
カ
町

村
で
、
２
０
０
ト
ン
で
い
い
わ
け
で

す
ね
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　
は
い
、
一
日
で
す
。

○
丹
村
委
員　
２
０
０
ト
ン
で
１
市

７
カ
町
村
の
浄
化
槽
の
は
り
水
は
足

り
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　
各
３
組
合
で
集
約
し
た
と
こ

ろ
２
０
０
ト
ン
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
丹
村
委
員　

再
度
３
組
合
に
聞

い
て
く
だ
さ
い
。
足
り
な
け
れ
ば
は

り
水
を
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　
も
う
一
度
確
認
し
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

町
民
は
何
が
出
来

て
い
る
か
注
目
し
て
い
ま
す
。
委
員

会
も
一
度
見
て
、
説
明
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
手
配
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

地域振興常任委員会
1２日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

奥
永　

明
正

●
副
委
員
長

　

佐
々
木　

正
憲

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　

次
谷　

隆
澄

地域振興常任委員会

○
永
原
町
長　
議
会
最
終
日
の
閉
会

後
に
行
っ
て
は
ど
う
で
す
か
、
手
配

さ
せ
ま
す
。

○
丹
村
委
員　
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
は
、
ど
う
い
う
も
の
を
建
て
る
の

で
し
ょ
う
か
。

○
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

所
長　

30
年
分
埋
め
立
て
ら
れ
る

20
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
想
定
し
た
屋

根
な
し
の
オ
ー
プ
ン
型
で
す
。

○
丹
村
委
員　
野
鳥
な
ど
に
よ
る
問

題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
屋
根
付
き
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
。

○
永
原
町
長　
オ
ー
プ
ン
型
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
長
会
議
、
副
市
町
村

長
会
議
、
有
識
者
会
議
、
首
長
会
議

な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
決
定
さ

れ
、
建
築
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
屋
根

付
き
は
各
市
町
村
の
負
担
も
大
き
く

な
り
、
１
０
０
億
円
以
上
に
な
り
ま

す
。
将
来
問
題
が
起
こ
れ
ば
追
加
で

屋
根
を
建
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
丹
村
委
員　
後
世
に
問
題
を
残
さ

な
い
た
め
に
最
善
の
策
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
47
号 

令
和
元
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
千
５
百
万
円
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

質
疑
＆
回
答	

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
議
会
に
よ
る
汚
泥
処
理
施
設
建
設

現
場
の
見
学
日
程
に
つ
い
て

※
「
総
務
企
画
財
政
課
」
九
州
朝
日

放
送
「
ふ
る
さ
と
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
」
大
任

町
の
放
映
内
容
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
、
田
川
地
区
消
防
団
合
同
出

初
式
、
職
員
採
用
試
験
、
花
と
し
じ

み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン・花
い
っ

ぱ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
日
程
報
告

※
「
教
育
課
」
大
任
町
成
人
式
の
日

程
報
告

※
「
議
会
事
務
局
」
令
和
２
年
初
寄

り
の
日
程
報
告

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
佐
々
木
副
委
員
長　
全
国
各
地
で

豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
災
害
対
応
能

力
強
化
の
た
め
の
協
議
や
研
修
・
講

習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町

に
お
け
る
災
害
対
応
の
計
画
や
今
後

予
定
が
あ
れ
ば
お
尋
ね
し
た
い
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長　
防
災

無
線
に
つ
い
て
は
再
整
備
を
行
い
、

個
別
受
信
機
を
各
家
庭
に
配
布
予
定

で
す
。
田
川
地
区
消
防
組
合
が
主
体

と
な
り
、
垣
根
を
越
え
た
災
害
対
策

を
と
い
う
こ
と
で
、
年
に
数
回
会
議

を
行
い
、
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

彦
山
川
に
つ
い
て
は
、
毎
年
梅
雨
前

に
国
交
省
、
県
土
整
備
事
務
所
、
町
、

消
防
団
と
で
危
険
個
所
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
、
自
主
防

災
に
つ
い
て
は
、
区
長
会
で
啓
発
を

行
っ
て
お
り
、
３
地
区
が
防
災
組
織

と
し
て
避
難
訓
練
等
を
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
そ
の
う
ち
１
地
区
が
町

職
員
と
消
防
と
で
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
佐
々
木
副
委
員
長　

梅
田
橋
上

流
の
固
定
堰い

せ
き

改
修
計
画
に
つ
い
て
、

町
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

○
永
原
町
長　
国
が
国
土
強
靭
化
対

策
を
打
ち
出
し
、
武
田
良
太
大
臣
が

担
当
し
て
い
る
の
で
、
可
動
堰い
せ
きへ
の

予
算
化
な
ど
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
浦
野
副
町
長　

今
年
度
、
柿
原

堰い
せ
きを
含
め
、
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
遠
賀
川
事
務
所
か
ら
報
告

が
あ
っ
て
い
ま
す
。

○
佐
々
木
副
委
員
長　
災
害
時
に
お

い
て
自
助
・
共
助
が
必
要
と
い
う
中
、

行
政
区
に
入
っ
て
い
な
い
世
帯
は
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長　
区
に

お
い
て
は
お
よ
そ
の
世
帯
が
わ
か
る

と
思
う
の
で
す
が
。
ア
パ
ー
ト
な
ど

賃
貸
住
宅
に
な
る
と
把
握
が
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

○
佐
々
木
副
委
員
長　
情
報
源
で
あ

る
広
報
お
お
と
う
が
ど
の
よ
う
に
配

布
さ
れ
て
い
る
か
、お
尋
ね
し
ま
す
。

○
浦
野
副
町
長　
町
長
の
指
示
に
よ

り
、
行
政
区
に
加
入
し
て
い
な
い
世

帯
に
も
で
き
る
だ
け
配
布
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

〇
奥
永
委
員
長　
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
避
難
す
る
者
に
対
す
る
物
資

の
供
給
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長　
町
内

小
売
店
の
コ
ー
エ
イ
・
ゆ
め
マ
ー
ト

と
防
災
協
定
を
結
ん
で
、
災
害
発
生

時
に
は
優
先
的
に
物
資
等
を
配
給
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
ま
た

田
川
地
区
防
災
協
議
会
の
中
で
町
村

と
の
防
災
協
定
も
結
ん
で
い
ま
す
。

〇
奥
永
委
員
長　
教
育
課
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
の
整

備
や
公
的
塾
に
公
的
資
金
を
投
入
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
反
し
て
学

力
向
上
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
を
聞
い
て
い
ま
す
が
。

○
総
務
企
画
財
政
課
兼
教
育
課
長　

　
早
期
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
を
配
備

す
る
な
ど
、
学
習
環
境
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
と

お
り
学
力
の
向
上
に
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
先
生
方
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
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総務常任委員会
13 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　
　

永
原　

学

●
委　

員

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝
一

審
査
内
容

・
議
案
第
38
号 

大
任
町
一
般
職
の
任

期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
一
定
の
期
間
、
専
門
的

な
知
識
経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
業

務
や
業
務
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
業
務
に
つ
い
て
、
必
要
な
人
材
を

任
期
付
職
員
と
し
て
採
用
す
る
も
の

で
す
。

質
疑
＆
回
答	

○
宮
本
委
員
　
来
年
４
月
１
日
か
ら

採
用
の
予
定
は
あ
る
の
で
す
か
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長
　
任
期

付
職
員
と
し
て
採
用
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

○
宮
本
委
員
　
現
在
職
員
は
足
り
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長
　
困
難

な
業
務
、
高
度
な
経
験
を
必
要
と

す
る
業
務
に
つ
い
て
、
期
限
を
定
め

採
用
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

○
松
下
委
員
　
具
体
的
に
、
ど
こ
が

足
ら
な
い
の
で
す
か

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長
　
し
尿

じ
ん
芥
処
理
施
設
関
係
、
教
育
課
指

導
主
事
な
ど
で
す
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
39
号
　
大
任
町
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員
　
町
職
員
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る

の
に
、
給
料
が
他
町
村
よ
り
安
い
と

思
い
ま
す
が
。

○
永
原
町
長
　
人
事
評
価
制
度
を
導

入
し
て
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
の
底
上
げ

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
県
内
で
も

低
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
宮
本
委
員
　
臨
時
職
員
の
労
働
内

容
に
よ
り
制
定
す
る
と
理
解
し
て
よ

ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

○
永
原
町
長
　
内
業
や
外
業
に
関
係

な
く
、
臨
時
・
嘱
託
職
員
が
会
計
年

度
任
用
職
員
に
変
わ
る
も
の
で
一
年

間
の
任
用
で
す
。

○
松
下
委
員
　
統
括
総
務
企
画
財
政

課
長
は
今
ど
う
い
う
状
況
の
職
員
で

す
か
。

○
永
原
町
長
　
60
歳
で
定
年
で
し

た
が
法
律
に
よ
り
最
長
３
年
間
延

長
で
き
ま
す
。
次
の
総
務
企
画
財

政
課
長
育
成
の
た
め
職
員
の
ま
ま

引
き
続
き
配
置
し
て
い
ま
す
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
40
号
　
地
方
公
務
員
法
及

〇
奥
永
委
員
長　

国
の
予
算
が
つ
い

た
と
い
う
こ
と
で
、
指
導
で
き
る
人
材

を
早
急
に
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
と

思
う
が
、
少
々
高
給
で
も
い
い
先
生

を
入
れ
て
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　
通
学
路
に
危
険
箇
所

が
あ
る
の
で
、
全
通
学
路
を
点
検
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
総
務
企
画
財
政
課
兼
教
育
課
長　

わ
か
り
ま
し
た
。

〇
奥
永
委
員
長　
バ
ス
が
役
場
に
迂

回
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
保
護
者

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　
い
ろ
い
ろ
な
方
々

か
ら
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

議
は
す
べ
て
終
了
致
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

地
域
振
興
常
任
委
員
会
と
同
じ
内
容

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
宮
本
委
員
　
道
の
駅
横
に
小
型
レ

ジ
ャ
ー
施
設
を
建
設
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
進
捗
状
況
を
お
聞
き
し

た
い
。

○
産
業
経
済
課
係
長
　
公
募
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
11
月

に
優
先
交
渉
権
者
が
決
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
新
た
な
動
き
が
あ

り
ま
し
た
ら
報
告
い
た
し
ま
す
。

○
宮
本
委
員
　
直
方
市
の
中
央
公
園

の
設
備
が
幼
児
向
け
に
充
実
し
て
お

り
、
ラ
バ
ー
舗
装
な
ど
の
安
全
対
策

も
行
っ
て
い
ま
す
。
写
真
を
用
意
し

て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
ま
た
、
道
路
を
挟
ん
だ
施
設
に
な

る
と
思
う
が
高
架
橋
や
ス
ピ
ー
ド
制

限
を
設
け
る
な
ど
安
全
対
策
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
浦
野
副
町
長
　
高
架
橋
が
一
番
安

全
と
思
い
ま
す
が
、
費
用
が
か
な
り

か
か
り
ま
す
。

○
宮
本
委
員
　
担
当
課
に
は
、
直
方

へ
見
学
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
永
原
町
長
　
優
先
交
渉
権
者
一
位

が
決
ま
り
、
本
日
プ
レ
ゼ
ン
が
あ
り

ま
す
。
高
架
橋
に
つ
い
て
は
検
討
中

で
す
が
、
か
な
り
の
金
額
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
過
疎
債
が
令
和
２
年
度

末
で
切
れ
る
た
め
こ
の
延
長
を
目
指

す
な
ど
様
々
な
状
況
の
中
、
多
数
集

客
が
出
来
る
よ
う
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
宮
本
委
員
　
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
予

算
に
つ
い
て
、
人
数
と
一
律
い
く
ら

助
成
す
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

○
教
育
課
長
　
対
象
児
童
数
は
48
人
、

現
物
支
給
で
６
万
５
千
円
程
度
で
す
。

既
に
購
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
に
限
り
定
価
の
半
額
程
度
の

現
金
に
よ
る
助
成
を
考
え
て
い
ま
す
。

○
松
下
委
員
　
全
額
は
支
給
で
き
な

い
の
で
す
か
。

○
教
育
課
長
　
町
と
し
て
は
、
ど
の

世
帯
の
子
ど
も
た
ち
に
も
同
じ
物
を

使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
現
物

支
給
を
主
と
し
て
考
え
、
既
に
購
入

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
現
金
支
給

を
今
年
度
に
限
り
半
額
程
度
措
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
松
下
委
員
　
よ
そ
は
や
っ
て
な
い

の
で
す
か
。

○
教
育
課
長
　
調
査
し
た
と
こ
ろ
他

県
で
同
じ
よ
う
な
取
組
が
認
め
ら
れ

ま
す
が
、
近
隣
で
は
例
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
）

　
以
上
で
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
審

び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い

関
係
条
例
中
の
条
文
の
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
41
号
　
大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
等
に
伴
い

本
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
42
号
　
大
任
町
消
防
団
員

の
定
員
、
任
用
、
給
与
、
分
限
、
懲

戒
及
び
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
法
律
の
一
部
改
正
及
び

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
44
号
　
令
和
元
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
千
２
百
63
万
４
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
59
億
２
千
４
百
５
万
１
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
研
修
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
教
育
改
革
を

断
行
す
べ
く
10
月
１
日
か
ら
動
き
出

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
今

後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指
導
力
の
向

上
に
向
け
た
研
修
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
奥
永
委
員
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器

が
無
か
っ
た
か
ら
向
上
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
兼
教
育
課
長

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
整
備
は
早
く

か
ら
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
十

分
に
先
生
方
に
使
い
こ
な
し
て
い
た

だ
い
て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
永
原
町
長　
問
題
は
先
生
が
機
器

を
十
分
活
用
し
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
先
生
の
研
修
を
教
育
改
革
の
中

に
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
３
年
間
く

ら
い
学
力
が
維
持
で
き
て
お
り
、
来

年
４
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
長
け
た
先
生
の

要
望
と
県
教
委
が
配
置
し
た
以
外
に

町
の
予
算
で
先
生
を
補
充
す
る
こ
と
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
等
に
、
国
の
補

正
予
算
が
つ
く
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
と
連
携

し
な
が
ら
先
進
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
町

づ
く
り
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、今
後
、

徹
底
的
に
教
育
改
革
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
県
も
大
任
町

を
支
援
す
る
と
い
っ
た
考
え
が
あ
る
よ

う
で
す
の
で
、
良
い
方
向
に
向
か
う
と

思
い
ま
す
。

総務常任委員会

▲ICT機器を使用した授業の様子▲大任町教育改革プラン検討部会が始動しました

21 2020. ２月号 2020. ２月号 20



議 会 本 会 議
  16 日開会（審議経過）

日
程
第
１
～
日
程
第
7

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に
対

す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　

12
月
12
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
６
議
案
に
つ
い
て
、
12
月
13
日

総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会
は
原
案

の
と
お
り
６
議
案
を
全
員
異
議
な
く

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

奥
永
明
正
）

　

12
月
12
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、
12
月
12
日

本
会
議
終
了
後
、
地
域
振
興
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
４

議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
38
号
　
大
任
町
一
般
職
の

任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
39
号
　
大
任
町
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
40
号
　
地
方
公
務
委
員
法

及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

・
議
案
第
41
号
　
大
任
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て 

・
議
案
第
42
号
　
大
任
町
消
防
団
員

の
定
員
、
任
用
、
給
与
、
分
限
、
懲

戒
及
び
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
43
号
　
お
お
と
う
桜
街
道

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
44
号
　
令
和
元
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
45
号
　
令
和
元
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
46
号
　
令
和
元
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
47
号
　
令
和
元
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
を
議
題
と
し
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
以
上
10
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

　
以
上
で
令
和
元
年
第
５
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

○
宮
本
委
員
　
安
全
面
も
考
え
、
道

の
駅
の
傷
ん
で
い
る
芝
生
な
ど
の
改

修
も
含
め
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

○
松
下
委
員
　
す
べ
り
台
横
の
滝
の

水
が
流
れ
て
い
ま
せ
ん
が
ど
う
い
う

こ
と
で
す
か
。

○
統
括
総
務
企
画
財
政
課
長
　
汚
泥

等
が
た
ま
り
、
ポ
ン
プ
が
停
止
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
汚
泥
等
定
期

的
に
取
り
除
く
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

○
松
下
委
員
　
落
ち
葉
な
ど
が
詰
ま

り
ポ
ン
プ
が
故
障
し
な
い
よ
う
に
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
永
原
町
長
　
早
急
に
対
応
さ
せ
、

今
後
き
ち
ん
と
管
理
を
さ
せ
ま
す
。

○
松
下
委
員
　
水
道
会
計
で

７
千
５
百
万
円
の
補
正
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

○
事
業
課
兼
水
道
課
長
　
浄
水
場
施

設
の
耐
震
化
事
業
費
と
来
年
度
工
事

予
定
の
配
水
タ
ン
ク
更
新
を
、
今
年
度

行
う
事
に
よ
る
補
正
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
坂
本
委
員
長
　
水
道
施
設
更
新
に

よ
り
、
水
道
代
に
影
響
が
あ
る
の
で

す
か
。

○
事
業
課
兼
水
道
課
長
　
前
年
度
は

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
の

と
こ
ろ
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

○
坂
本
委
員
長
　
将
来
的
に
上
が
り

ま
せ
ん
か
。

○
事
業
課
兼
水
道
課
長
　
借
入
に
伴

う
償
還
金
が
増
え
て
お
り
、
水
源
等

の
更
新
も
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
更
新
す
る
と
な
れ
ば
負
担
を
願

わ
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
な
れ
ば

審
議
会
で
協
議
し
、
議
会
の
承
認
を

得
た
の
ち
に
料
金
改
正
を
行
う
事
と

な
り
ま
す
。

○
永
原
町
長
　
施
設
の
老
朽
化
が
進

み
、
水
道
の
安
定
供
給
に
支
障
を
き

た
し
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
水
道
料

の
値
上
げ
を
行
い
、
更
新
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
他
町
村
で
は
水
道
代
を

本
町
よ
り
高
く
設
定
し
て
、
将
来
に

備
え
基
金
を
積
ん
で
い
ま
し
た
。

　

当
時
よ
り
本
町
は
、
水
道
企
業

団
に
加
入
せ
ず
に
安
い
料
金
設
定
を

行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
施
設
整

備
に
は
借
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
対
応

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
様
々

な
こ
と
を
踏
ま
え
現
在
水
道
企
業
団

に
も
相
談
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
松
下
委
員
　
田
川
東
部
環
境
衛
生
施

設
組
合
と
の
絡
み
も
で
て
き
ま
す
ね
。

○
永
原
町
長
　
現
在
、
し
尿
処
理
に

伴
う
水
道
使
用
料
は
、
田
川
東
部

環
境
衛
生
施
設
組
合
に
支
払
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
施
設
に
お

い
て
も
1
市
７
カ
町
村
で
水
道
代
を

負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。議会からのお知らせ

　議会では、皆様方の生活に直結する予算などが審議されております。
多くの方々に議会審議を傍聴して頂ければと思います。なお、次回の
定例会は令和２年３月の予定です。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

永
原　

学

●
委　

員

　
　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

正
憲

▲町村議会広報研修会に議会だより編集委員会委員４名（次谷・
永原・奥永・佐々木議員）が出席しました。（福岡県自治会館にて）

▲成光地区に建設中の汚泥再生処理施設建設現場を８名（次谷・
丹村・毛利・奥永・佐々木・永原・坂本・松下議員）が見学。
工事の概要や進捗状況などの説明を受けました。
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No.343

令和２年

大任町地域子育て支援センター
すまいる

さくら Day　　　　 １８日、２５日（火）１０時３０分から１１時まで
　　　　　　　　　ベビーマッサージを教えます。
にこにこ Day　　　 ６日、１３日（木）１３時３０分から１４時まで
　　　　　　　　　制作や絵本の読み聞かせをします。
つくっＣｉａｏ　　　１２（水）１３時３０分から１５時まで
　　　　　　　　　ドレス作り、材料費２００円、託児付き。
　　　　　　　　　締切１０日（要予約）
わかばちゃん Day　 ７日、１４日、２１日、２８日（金）１３時３０分から
　　　　　　　　　１５時まで
　　　　　　　　　大任町在住の令和元年１０月から１２月生まれを対象
　　　　　　　　　に手遊びや絵本、ベビーマッサージを簡単に教えます。
　　　　　　　　　そのあとは、手作りおやつを食べながら交流を深めま
　　　　　　　　　す。お気軽にご参加ください。
　　　　　　　　　２１日のみ１４時３０分より保健師による産後ケア教
　　　　　　　　　室をします。
　　　　　　　　　（出産後の体の変化、ケアの方法、軽い体操など）


